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研究課題名「先天性十二指腸閉鎖症・狭窄症に対する手術術式の検討：開腹 vs

腹腔鏡」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究の対象者は、2004年 1月から 2024年 12月の間に、名古屋医学医学部附属病院小

児外科にて先天性十二指腸閉鎖症・狭窄症に対する治療を受けられた患者です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的：先天性十二指腸閉鎖症・狭窄症に対する腹腔鏡手術は近年報告が増加して

いますが、狭小な術野での高度な吻合操作を要するため難易度が高く、依然として手

術時間も長いことから施行可能施設は限定的です。我々の施設では、2013年から腹腔

鏡手術を導入し、2019年からは器械吻合を取り入れています。この研究では先天性十

二指腸閉鎖症・狭窄症に対する治療とその予後について、後方視的に検討をし、胸腔

鏡手術の有用性について決めることを目的とします。 

 

研究方法：2004年 1月 1日以降、当院小児外科で先天性十二指腸閉鎖症・狭窄症に対

する治療を受けた患者の術前評価、術中・術後経過について、診療記録より後方視的

に検討します。基礎疾患や出生前の診断治療などの患者背景、手術時期、手術情報

（術式、術中所見、手術時間、出血量、輸血量、麻酔等）、術中合併症、術後経過

（合併症、入院期間、再入院、再手術、栄養状態、呼吸状態等）、予後について診療

録より抜粋し、検討します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2027年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

病歴、基礎疾患、手術時期、手術情報、術中合併症、術後経過（合併症、入院期間、再入

院、再手術、栄養状態、呼吸状態等）、予後 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 



 

 

 

連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科病態外科学講座 小児外科学分野 

研究責任者名 田井中 貴久 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町 65  

電話 052-744-2959   FAX  052-744-2980 


